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自己紹介

https://www.itmedia.co.jp/news/0204/05/feminity.html

https://echonet.jp/

https://www.eccj.or.jp/vanguard/commende-10.html https://www.w3.org/

東芝 / 世界初のネットワーク家電Feminityシリーズ2002

東芝 / 省エネ⼤賞製品の開発1997
W3C Keio site Manager/ HTML5の普及2009

http://sh-center.org/

⼀⾊ 正男(いっしき まさお)
経歴：東芝時代（1982⼊社-2008卒業）

慶應義塾⼤学特任教授(2009-2015)
神奈川⼯科⼤学(2013-現在）

みんなで創ろう
ニューノーマル時代のIoTスマートハウス

https://www.itmedia.co.jp/news/0204/05/feminity.html
https://echonet.jp/about/
https://www.eccj.or.jp/vanguard/commende-10.html
https://www.w3.org/
http://sh-center.org/
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とりまく社会環境は、変わった。

https://tabiyomi.yomiuri-ryokou.co.jp/article/000396.html

https://www.nippon.com/ja/guide-to-japan/gu900141/ https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-world-map/

https://db.cger.nies.go.jp/portal/ggtus/ochiishi

落石岬のCO2トレンド

https://www.unfpa.org/sites/default/files/resource-pdf/1-2e_0.pdf

http://www.linz.jp/worldpop/jp07/index.html

10億人at1800
30億人at1960
70億人at2011
100億人at2050

大災害、パンデミック、環境破壊（温暖化等）、人口増・・・
→あらたな価値観が主流となる「ニューノーマル(新常態)時代」が来ています

+2.4ppm/y

https://tabiyomi.yomiuri-ryokou.co.jp/article/000396.html
https://www.nippon.com/ja/guide-to-japan/gu900141/
https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-world-map/
https://db.cger.nies.go.jp/portal/ggtus/ochiishi
https://www.unfpa.org/sites/default/files/resource-pdf/1-2e_0.pdf
http://www.linz.jp/worldpop/jp07/index.html
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本日のアジェンダ

1. 非接触化＆オンラインコミュニケーションの高度化

2. 持続可能社会を創る

3. 標準化とエネルギー利用の高度化

4. ソフトウェアファーストの時代へ
＜次は、アップデートできる住宅が「次世代IoTスマートハウスビジネス」を創る＞

ニューノーマル(新常態)時代に際して

アップデートで
未来を！
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1. 非接触化＆オンラインコミュニケーションの高度化

アバター(分身)が会話。雰囲気を伝える

進化したテレコミュニケーションと連動して非接触生活を創る

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000050.000015618.html
https://orihime.orylab.com/

非接触に。察知して自動運転。
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2. 持続可能社会を創る（SDGsという考え方）

相互に影響しあうテーマを統合的に考えることへ「知恵」が期待されています。

SDGsアクションプラン2021

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/
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事例紹介：富山市SDGs未来都市計画

https://www.city.toyama.toyama.jp/kankyobu/kankyoseisakuka/ondankataisakukikaku/kankyomiraitoshi-1_2.html出処：富山市webサイト

VPPが注目

https://www.city.toyama.toyama.jp/kankyobu/kankyoseisakuka/ondankataisakukikaku/kankyomiraitoshi-1_2.html
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HEMSの防災への取り組み事例

出所：HOPE ⼀般社団法⼈ 東松島みらいとし機構
http://hm-hope.org/ecotown/

HEMS
ECHONET Lite

VPP(バーチャル
パワープラント)

VPPが注⽬

http://hm-hope.org/ecotown/
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カーボンニュートラルという考え方

カーボンニュートラルとは「温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする」こと
→実現のカギとなる技術の一つが「電化（ヒートポンプ化）」「CO2吸収除去」

https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/出処：資源エネルギー庁webサイト

2050年カーボンニュートラル化
具体化例：「CO2ゼロ⼯場」

https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/
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3. 標準化とエネルギー利用の高度化～街全体のエネルギーマネジメント事例～

「HARUMI FLAG」にAI-AEMS※を導入～電力需要予測 AI を搭載し、エネルギーの有効利用を実現～

・街全体のエネルギーマネジメントを実現(MEMS, HEMS, BEMS)
・AIによる電力需要予測
・創エネ(太陽光エネルギー、水素エネルギー)や
蓄エネ(蓄電池、燃料電池)を活用

https://www.mec-r.com/news/2019/2019_1010.pdf
出処：日立製作所ニュースリリース

※AEMS: Area Energy Management System (CEMSと同義語)

棟数：25棟(店舗など商業施設含む)
住戸数：5,632戸(全て集合住宅)

標準化
＆

統合制御
アルゴリズム

対応の技術

https://www.mec-r.com/news/2019/2019_1010.pdf
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これからのスマートシティ～街づくり貢献～
2020年5⽉27⽇「改正国家戦略特区法(スーパーシティ法)※」成⽴

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/index.html
出処：内閣府国家戦略特区webサイト

※国家戦略特別区域法の⼀部を改正する法律

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/index.html
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スーパーシティでは都市間の相互運用性確保が必須

7

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity/openlabo/supercitycontents.html出処：内閣府国家戦略特区webサイト

オープンかつ標準

標準化
＆

統合制御
アルゴリズム

対応の技術

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity/openlabo/supercitycontents.html
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標準化：HEMSの公知な標準インターフェイス

平成24年2月、経済産業省が、ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)
をHEMSにおける公知な標準インターフェイスとして推奨。

出所：スマートハウスビル標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf

標準化
＆

統合制御
アルゴリズム

対応の技術

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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標準化：推奨したECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)の特徴

■共通仕様によるマルチベンダー環境の実現

異なるベンダーの機器を相互接続し、制御することが可能

■各種既存の標準的な伝送メディアの利用が可能

有線LAN（Ethernet）、無線LAN（Wi-Fi）等の広く普及している

標準的な 伝送メディアを用いて、システムの構築が可能。

■家庭・中小ビル・店舗向け等、広範囲な機器に対応

100種類以上の機器のコマンドを定義しており、

新しい機器についても、随時コマンド を追加ができる。

■クラウド上のサービスとの連携が可能

インターネット上の様々なシステムと連携し、

高度なサービスの実現が可能。

世界中の誰でも規格書が無料で入手出来ます！
http://echonet.jp/spec/

OpenでIPベースかつ細かいコマンドがある

出所：エコーネットコンソーシアムWebサイト
https://echonet.jp/shipments/

http://echonet.jp/spec/
https://echonet.jp/shipments/
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Web APIにより様々なプラットフォームとの連携が進む

ガイドラインを⼀般公開中
2020.8 Web API ガイドラインAPI仕様部 Ver.1.1.0公開
2020.9 Web API ガイドライン機器仕様部 Ver.1.2.0公開
2020.10 実験クラウド更新版会員限定公開
詳細はエコーネットコンソーシアムWebサイトにて
https://echonet.jp/web_api/

ECHONET Lite Web API

サービス事業者

ECHONET Lite

HEMS
Controller ECHONET Lite

HEMS
Controller

メーカーAの
クラウドサービス

メーカーBの
クラウドサービス

ECHONET Lite 
Web API

標準化
＆

統合制御
アルゴリズム

対応の技術

https://echonet.jp/web_api/
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台湾でのECHONET Lite採用事例

https://www.tepco.co.jp/pg/company/press-information/press/2019/1512327_8614.html

東京電⼒パワーグリッド株式会社、東京ガス株式会社、⼯業技術研究院（以下「ITRI」）は、
2019年1⽉21⽇、中華⺠国（台湾）台南市「サルン・グリーンエネルギー・サイエンスシティ」における
ITRI管轄の実証フィールドにおいて、次世代検針システムの構築に向けた共同実証に取り組むことに合意。

ECHONET Lite
対応HEMS

https://www.tepco.co.jp/pg/company/press-information/press/2019/1512327_8614.html
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認証支援センターの外観

3つのテーマを中心に活動
１）ECHONET Lite相互接続環境（認証支援センター）の整備
２）新規参入事業者向けのＨＥＭＳ開発支援キットの開発
３）安全性等を考慮したＨＥＭＳ及び接続機器の運用ルール・ガイドラインの策定支援

実機接続可能なECHONET Lite機器を順次拡充

企業様に相互接続試験環境を提供
/地元企業への⽀援にも注⼒

【経済産業省 スマートハウス国際標準化研究事業（H23-26）】

HEMS認証支援センターの紹介
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海外発信： 見学対応も推進

https://www.kait.jp/news/1642.html

https://www.kait.jp/news/1693.html

https://www.kait.jp/news/1641.html

2015年2⽉よ
り計6回実

施！

https://www.kait.jp/news/1642.html
https://www.kait.jp/news/1693.html
https://www.kait.jp/news/1641.html
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利用活性化：遠隔接続試験環境の整備

https://echonet.jp/auth/plugfest_report_24/

キーワードは「非接触、遠隔」対応
エコーネットコンソーシアムが主催する機器接続テストイベント（プラグフェスト♯）で
HEMS認証支援センターの遠隔接続試験環境を提供しています。
♯エコーネットコンソーシアム会員向けサービス

https://echonet.jp/auth/plugfest_report_24/
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開発支援：SDKs from KAIT

Tool

http://sh-center.org/sdk

Middleware

Emulator Others
JSON file of 
Appendix

神奈川⼯科⼤学でiphone向け
コントローラーアプリを開発。
「エコーネットライト」で検索！
♯照明⽤、エアコン⽤、レンジフード⽤など

http://sh-center.org/sdk
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開発支援２： 統合制御アルゴリズム検討ツール開発 （リアルおうちエミュレータ）

１軒の家をエミュレーションするシステムの研究開発：
電力会社からのディマンドリスポンス（DR）や天気予報に応じた自家消費のための蓄電アルゴリズムの開発が重要と
なる。そのアルゴリズムを検証するためのシミュレーションシステムを開発
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教材提供：スマートハウスをもっと学ぼう！

家電製品協会がスマートハウス向け資格を創設
スマートマスターの詳細に関してはこちら

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/

技術総合誌『OHM』で連載していた
（2015年5月号～2016年4月）

｢自分で作ろう！スマートハウス｣書籍化。
http://sh-center.org/hemsinfo/2484

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/
http://sh-center.org/hemsinfo/2484
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4. 「ソフトウェア・ファースト」の時代へ

更新型 機
器

更新ソフト
ウェア

ソフト遠隔更新（OTA※） 安⼼の更新設計。
「住まい⽅サービス」も
住まい⽅に合わせて
更新・変わります。

例：⼦供が独⽴して⼆⼈暮らし。機器制御サービス更新で、⾼齢者向け空調制御へ更新。
住まい⽅ソフト更新で、空気清浄機追加と連携による空質向上。機器による⾼齢者⾒守り機能を追加。

これから（ハード＆ソフト）

サー
ビス

＜次は、アップデートできる住宅が「次世代IoTスマートハウスビジネス」を創る＞

機器制御サービス
更新（ソフト＋）

連携機器追加サービス
（ハード＋＆ソフト＋）

ネット化

住まい⽅
サービス

※OTA：オーバーザエアー

次
は

現
在

アップデート前提の販売 アップデート前提の設計へ アップデートできる住宅へ!

変わる時代は、
変われる技術（アップデート）
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一緒に未来住宅を創りましょう！

http://sh-center.org/

アップデートで
未来を！

http://sh-center.org/

